
四 石器・縄文・弥生時代の金浦 

  

 石器時代も草創期約一万二千年前の打製石器が茶堂付近から昭和三十八年

に採集され、近畿地方としても貴重なものだと話題になった。 

 縄文時代となって、夜久野高原は縄文人の狩猟採集生活には格好の自然条

件である。鹿、猪など動物性食品も豊富、木の実や山菜など植物性食品も豊

かである。水利も田倉山にも湧水があったようで、大集落でない限りは快適

な生活が過ごせる場所だったようである。茶堂付近は前期縄文期の遺物とし

て前期土器一片が見つかっている。これは繊維が入った仕様で深鉢の破片で

あり約五千年前のものである。まだ土器を焼く温度が低いため、器を固くす

るために繊維を入れたものである。東方文化の影響が強いといわれている。

山東町で縄文遺跡が発見された最初が此の茶堂付近であった。県教育委員会

の文化財課や梁瀬中学校の田路勉社会科教諭が、中学生とともに採集された

遺物もある。其の外、土器片も十一片見つかっており、これは縄文後期のも

のである。石鏃も碧玉製の矢じりが発見されている。 

 弥生時代に入ってこれも茶堂付近から高坏かの台、器台、小形壺が発見さ

れており古代の人々の生活の足跡を見ることができる。私たちの祖先が自然

の恵みを糧に、夜久野ケ原の一角に居を構え生活の営みを日々続け、命をつ

ないでくださったことがわかる遺跡である。 



 

 

  



 


